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ローズゴールド仕様または

ホワイトゴールド仕様の

カラトラバ6119モデルは、

3919モデルで著名となった 

クラシックなクルー・ド・パリ・ 

モデルを現代的に解釈した、 

パテック フィリップの新作で 

ある。6119rモデルは、ローズ 

ゴールド・ケースとグレイン 

仕上げのシルバー文字盤を 

組み合わせ、ファセット 

仕上げの18金ゴールド植字 

オビュ（弾丸）型インデックスを 

備え、いずれも18金ローズ 

ゴールドのドフィーヌ型時・ 

分針とシュヴー型秒針を 

配している。6119gモデルは、 

ホワイトゴールド・ケース、 

縦サテン仕上げのチャコール 

グレー文字盤に、ローズ 

ゴールド・モデルと同じ 

スタイルの18金ホワイト 

ゴールド植字インデックスと 

指針を備えている。

 

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ン
が
、
時
刻
表
示
の
み
の
新
し
い

6
1
1
9

モ
デ
ル
に
つ
い
て
長
時
間
、
興
味
深
く
雄
弁
に
語
る
こ

と
そ
の
も
の
が
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
を
他
と
隔
て
る
独
自
性

に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
熱
意
は
、
ほ
ぼ
90

年
に
わ
た
っ
て
ス
タ
ー

ン
家
を
邁
進
さ
せ
て
き
た
﹁
最
高
の
時
計
を
つ
く
る
﹂
と
い
う
情

熱
を
、
最
も
深
い
感
情
の
レ
ベ
ル
で
体
現
し
て
い
る
。

 

そ
し
て
ス
タ
ー
ン
家
の
情
熱
は
、
ウ
ォ
ッ
チ
ア
ー
ト
・
グ
ラ
ン

ド
・
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
の
熱
心
な
来
場
者
、
コ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
追
い
求
め
る
愛
好
家
、
卓
越
し
た
装
飾
技
術
へ
の
賞
賛
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
、
モ
ダ
ン
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
を
問

わ
ず
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
時
計
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
達
成
す

る
驚
異
的
な
落
札
価
格
が
証
明
す
る
ご
と
く
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ

リ
ッ
プ
を
慕
う
人
々
の
情
熱
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
。
そ
の
結
果
、

ふ
だ
ん
は
物
質
的
な
欲
望
を
一
瞬
で
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
る
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
も
、
望
み
の
ノ
ー
チ
ラ
ス
を
手
首
に
着

用
で
き
る
時
が
来
る
ま
で
、
何
年
も
辛
抱
強
く
自
分
の
順
番
を

待
つ
の
で
あ
る
。

 

も
ち
ろ
ん
、
巨
匠
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
最
も
シ
ン
プ
ル
で

純
粋
な
表
現
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
こ
の
新
作
に
も
、
時
計
製

作
の
世
界
に
お
け
る
最
強
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
た
ち
を
育
ん
で
き
た

の
と
同
じ
情
熱
が
息
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス

の
創
作
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
正
統
的
手
法
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

か
ら
の
鳴
り
物
入
り
の
声
援
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
新
作
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
も
、
精
密
機

械
工
学
上
の
綱
渡
り
で
も
、
は
た
ま
た
感
傷
的
な
手
工
芸
品
で

も
な
い
。
こ
れ
は
、
い
う
な
ら
ば
時
計
製
作
の
た
め
の
時
計
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ラ
ウ
ン
ド
型
腕
時
計
を
代
表
す
る
カ
ラ
ト
ラ
バ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
1
9
3

2

年
、
モ
デ
ル
番
号
を
与
え
ら
れ
た
パ

テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
最
初
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
で
あ
る
96

モ
デ
ル
に

始
ま
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
創
作
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
新
し
い

オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
ス
タ
ー
ン
家
が
踏
み
出
し
た
最
初
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
90

年
後
の
今
日
も
、
96

と
い
う
数
字

は
、
ド
フ
ィ
ー
ヌ
型
指
針
と
フ
ァ
セ
ッ
ト
仕
上
げ
の
オ
ビ
ュ
︵
弾

丸
︶
型
植
字
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
配
し
た
、
カ
ラ
ト
ラ
バ
の
原
型
を

象
徴
し
て
い
る
。

 

し
か
し
カ
ラ
ト
ラ
バ
と
い
う
名
を
聞
い
て
多
く
の
愛
好
家
の
心

に
浮
か
ぶ
の
は
、
ク
ル
ー
・
ド
・
パ
リ
︵
ホ
ブ
ネ
イ
ル
︶
装
飾
の
ベ

ゼ
ル
を
備
え
た
、
い
ま
一
つ
の
時
刻
表
示
の
み
の
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ

リ
ッ
プ
・
モ
デ
ル
で
あ
る
。
1
9
3
4

年
に
96

D

モ
デ
ル
︵
D

は
装

飾
の
意
︶
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
繰
り
返
し
登
場
し
た
。
最
も

著
名
な
モ
デ
ル
は
、
1
9
8
0

年
代
中
頃
か
ら
1
9
9
0

年
代
中
頃

ま
で
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル 

パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
広
告
を

飾
っ
た
3
9
1

9

モ
デ
ル
で
あ
る
。
最
近
で
は
2
0
0
6

年
に
発

表
さ
れ
た
5
1
1
9

モ
デ
ル
が
あ
る
が
、
ク
ル
ー
・
ド
・
パ
リ
・
ベ

ゼ
ル
は
、
そ
の
な
じ
み
深
さ
か
ら
、
む
し
ろ
目
に
つ
き
に
く
い
特

徴
で
あ
っ
た
。

 

し
か
し
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ン
の
熱
意
か
ら
も
、
今
回
は
状

況
が
異
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
新
作
の

発
表
は
、
そ
の
控
え
目
な
外
観
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ン
時
代
の
パ

テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
に
お
い
て
最
も
重
要
な

も
の
の
ひ
と
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

ク
ル
ー
・
ド
・
パ
リ
・
ベ
ゼ
ル
の
カ
ラ
ト
ラ
バ

は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
人
生
最
初
の
パ

テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ン
家
も

例
外
で
は
な
い
。﹁
親
戚
の
誰
も
が
、
普
通
、

こ
の
時
計
を
着
用
し
て
い
ま
し
た
﹂
と
テ
ィ

エ
リ
ー
は
回
想
す
る
。﹁
あ
る
時
、
い
と
こ
と

話
し
ま
し
た
。
今
日
50

歳
の
彼
は
、
20

歳
に

な
っ
た
時
に
3

9

1

9

モ
デ
ル
を
贈
ら
れ
た

の
で
す
が
﹃
少
し
古
風
で
小
さ
す
ぎ
る
の
で
、

今
は
使
っ
て
い
な
い
﹄
と
言
う
の
で
す
。
私

は
も
う
一
度
時
計
を
見
て
、﹃
彼
の
言
う
通
り

だ
、
美
し
い
時
計
だ
が
、
今
日
向
き
で
は
な

い
﹄
と
思
い
ま
し
た
。﹂

 

6
1
1

9

モ
デ
ル
に
加
え
ら
れ
た
最
も
重

要
な
変
更
は
ケ
ー
ス
径
で
あ
り
、
3

9

1

9

モ
デ
ル
の
33
・
2

ミ
リ
か
ら
39

ミ
リ
へ
と
大

き
く
な
っ
た
。
テ
ィ
エ
リ
ー
は
説
明
す
る
。

﹁
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
は
、
よ
り
現
代
的
で
男
性
的

に
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
直
径
40
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この現代的なカラトラバ《クルー・ド・パリ》は、

次世代の高級時計愛好家のタイムピースである。

カラトラバ・コレクションの最新作は、落ち着いたピュアな

外装の下に、精度の最適化とパワーリザーブの延長を実現した、

まったく新しい手巻ムーブメントを秘めている。

時刻表示のみの伝説的なクラシックをきわめて現代的に

解釈した、パテック フィリップの新たな傑作といえよう。

純粋さと力

文  ニコラス・フォークス
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エレガンスの変遷を見る。

（右）カラトラバ・ファミリーに 

受け継がれた主要な 

特徴は、純粋でシンプルな 

文字盤と控え目でスリムな 

ケースである。新しい 

6119モデルは、1932年の 

96モデルと1934年の 

96dモデルを特徴づけていた 

ファセット仕上げの 

18金ゴールド植字オビュ型 

インデックスに回帰している。 

クルー・ド・パリ・ベゼルは、 

96dモデル、3520dモデル、

3919モデル、3992モデルなど 

に見られる。6119モデルの 

カーブしたラグは、96モデルと

3796モデルから 

インスピレーションを得ている。 

ティエリーによれば、 

カラトラバをリニューアルする 

際の思想は、過去のデザイン 

（著名な3919モデルなど）を 

コピーすることではなく、 

「クラシックなラインを 

保ちつつ、若い世代が着用 

したいと思う新しい時計」を 

創作することである。

匠
で
あ
る
た
め
に
は
、
非
常
に
薄
い
手
巻

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
製
作
技
術
は
欠
か
せ
な

い
の
で
す
。﹂

 

﹁
私
た
ち
は
過
去
の
知
識
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
、

お
そ
ら
く
5

年
後
に
は
手
巻
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
が
存
在
し
た
こ
と
す
ら
覚
え
て
い
な
い

で
し
ょ
う
﹂
と
彼
は
微
笑
み
、
こ
う
結
ぶ
。

﹁
そ
う
な
っ
た
ら
悲
し
い
で
す
ね
。
多
く
の

人
々
は
、
今
で
も
リ
ュ
ウ
ズ
に
よ
っ
て
ぜ

ん
ま
い
を
巻
き
上
げ
、
時
計
が
命
を
吹
き

込
ま
れ
て
動
き
出
す
の
を
見
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
動
作
を
毎
朝
行
う
こ
と

が
喜
び
で
あ
り
、
私
に
は
そ
れ
が
よ
く
分

か
る
の
で
す
。﹂

 

現
代
に
蘇
っ
た
カ
ラ
ト
ラ
バ
︽
ク
ル
ー
・

ド
・
パ
リ
︾
と
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
機
能
的
な

新
し
い
キ
ャ
リ
バ
ー
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ

は
次
世
代
の
高
級
時
計
愛
好
家
の
た
め
の

タ
イ
ム
ピ
ー
ス
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
親
指
と
人
差
し
指
で
リ
ュ
ウ
ズ
を
つ
ま

み
、
巻
き
上
げ
る
感
触
が
、
高
級
時
計
の

不
可
欠
な
一
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
人
の

た
め
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

 

新
し
い
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
デ
ル

の
発
表
は
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
あ

る
が
、
こ
の
新
作
は
安
心
感
も
与
え
て
く

れ
る
。
今
年
、
来
年
、
さ
ら
に
は
次
の
10

年
間
を
も
見
す
え
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ

れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
時
計
製
作
の
最
も
基
本

的
な
価
値
を
い
ま
一
度
、
明
白
に
立
証
す

る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
テ
ィ
エ
リ
ー
は
語
る
。

﹁
3

9
1
9

モ
デ
ル
を
見
る
と
、
祖
父
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
新
し
い
6

1

1

9

モ
デ

ル
を
見
る
と
、
息
子
た
ち
の
こ
と
を
考
え

ま
す
。﹂ 

96モデル (12-120) 

ケース径 : 30.5 mm
1932年

96dモデル (12-120) 

ケース径 : 30.6 mm
1934年 

2526モデル (12-600 at)
ケース径 : 35.5 mm

1953年

3520dモデル (177) 

ケース径 : 32 mm
1972年

3992モデル (240) 

ケース径 : 33 mm
1988年

5120モデル (240) 

ケース径 : 35 mm
2001年

3796モデル (215 ps) 

ケース径 : 31 mm
1982年

5107モデル (315 s c) 

ケース径 : 37 mm
2000年

5196モデル (215 ps) 

ケース径 : 37 mm
2004年

3919モデル (215 ps)
ケース径 : 33.2 mm

1985年

5115モデル (215 ps) 

ケース径 : 35 mm
2000年

5119モデル (215 ps) 

ケース径 : 36 mm
2006年 
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ミ
リ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
少
し

大
き
過
ぎ
、
39

ミ
リ
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

1

ミ
リ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
で
は
な
い

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
2

つ
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
を
並
べ
て
み
る
と
、
そ
の
違
い

が
分
か
り
ま
す
。﹂
ま
た
96

D

モ
デ
ル
へ
の

回
帰
も
明
ら
か
で
あ
る
。
フ
ァ
セ
ッ
ト
仕

上
げ
の
オ
ビ
ュ
型
植
字
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
ド

フ
ィ
ー
ヌ
型
指
針
は
、
3
9
1
9

モ
デ
ル
で

お
な
じ
み
の
ブ
ラ
ッ
ク
塗
装
ロ
ー
マ
数
字
と

リ
ー
フ
型
指
針
の
組
み
合
わ
せ
と
比
較
す

る
と
、
よ
り
実
用
性
の
高
い
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
。

 

6
1
1
9

モ
デ
ル
は
、
先
行
す
る
ど
の
モ

デ
ル
よ
り
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文

字
盤
の
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る
た
め
に
苦
労

し
て
い
る
と
い
う
印
象
は
な
い
。
シ
ュ
マ

ン
・
ド
・
フ
ェ
ー
ル
︵
レ
ー
ル
︶
型
分
ス
ケ
ー

ル
と
6

時
位
置
の
4

分
割
さ
れ
た
ス
モ
ー

ル
セ
コ
ン
ド
・
サ
ブ
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
デ
ィ

テ
ー
ル
は
、
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
筆
圧

を
自
在
に
変
え
て
無
限
の
表
現
を
引
き
出

す
が
ご
と
く
、
デ
ザ
イ
ン
に
さ
ら
な
る
力

を
与
え
て
い
る
。
6

1
1
9

モ
デ
ル
の
個
性

は
、
3

9
1
9

モ
デ
ル
の
よ
り
デ
リ
ケ
ー
ト

な
慎
み
と
は
完
全
に
異
な
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
両
モ
デ
ル
を
つ
な
ぐ
血
統

は
明
ら
か
で
あ
る
。

 

サ
イ
ズ
が
根
本
的
に
見
直
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
新
し
い
キ
ャ
リ
バ
ー
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
た
。
テ
ィ
エ
リ
ー
に
と
っ

て
、
小
さ
い
キ
ャ
リ
バ
ー
を
大
き
な
ケ
ー
ス

に
組
み
込
む
こ
と
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る

欺
瞞
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
は
、
キ
ャ

リ
バ
ー
2
1

5 

P

S

よ
り
も
サ
イ
ズ
の
大

き
い
新
し
い
手
巻
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
開
発

す
る
機
会
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
厚
さ
を

2
・
55

ミ
リ
に
堅
持
す
る
こ
と
で
、
ス
リ
ム

な
ケ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
と
な
っ
た
。

 

65

時
間
の
パ
ワ
ー
リ
ザ
ー
ブ
は
、
い
ず

れ
も
2

番
カ
ナ
に
噛
み
合
う
、
並
列
に
配

置
さ
れ
た
2

個
の
香
箱
に
よ
り
達
成
さ
れ

た
。
こ
の
構
成
は
、
パ
ワ
ー
リ
ザ
ー
ブ
を
延

長
す
る
だ
け
で
な
く
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
ト

ル
ク
を
強
化
し
た
。
テ
ン
プ
の
慣
性
モ
ー
メ

ン
ト
は
倍
増
︵
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の

テ
ン
プ
振
動
数
が
4

ヘ
ル
ツ
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
中
、
最
も
大
き
い
︶
し
、
歩
度
の
安
定

性
が
向
上
し
、
精
度
調
整
も
容
易
と
な
っ

た
。
新
し
い
キ
ャ
リ
バ
ー
は
信
頼
性
を
念

頭
に
置
い
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
主
要
構

成
部
品
を
保
護
す
る
た
め
に
6

枚
の
受
け

︵
ブ
リ
ッ
ジ
︶
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

 

新
し
い
キ
ャ
リ
バ
ー
は
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ

リ
ッ
プ
が
時
計
業
界
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

に
ふ
さ
わ
し
い
責
任
を
自
ら
に
課
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
テ
ィ
エ
リ
ー
は

語
る
。﹁
今
日
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
動
巻

に
し
か
興
味
を
示
さ
な
い
た
め
、
新
し
い

手
巻
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
創
作
に
は
勇
気
が

要
り
ま
す
。
し
か
し
時
計
を
本
当
に
愛
す

る
人
に
と
っ
て
手
巻

キ
ャ
リ
バ
ー
に
は
特
別

な
何
か
が
あ
り
、
多
く

の
お
客
様
は
手
巻
タ

イ
ム
ピ
ー
ス
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
他
の

メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
、

手
巻
キ
ャ
リ
バ
ー
を
開

発
す
る
リ
ス
ク
は
冒
さ

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
当
社
に
は
す

で
に
自
動
巻
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
の
幅
広
い
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
手
巻

を
楽
し
む
純
粋
な
フ
ァ

ン
が
い
る
と
堅
く
信
じ

て
い
る
の
で
、
敢
え
て

リ
ス
ク
を
冒
す
決
心
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
手

巻
は
時
計
産
業
史
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
計
分
野
の
真
の
巨

6119モデルのより大きな 

ケース径（39 mm）と一新 

された文字盤デザインは、 

クラシックなカラトラバに洗練 

された現代的な新しいルックス

を与えている。ティエリー・ 

スターンの言葉を借りれば、

「よりパワフルになりましたが、

ピュアな外観は変わりません。」 

（上右）著名なクルー・ド・ 

パリ・ベゼルに続くカーブした 

ラグが、モダンでスポーティな 

雰囲気を演出。 

（下）4分割されたスモール 

セコンド・サブダイヤルと 

シュマン・ド・フェール（レール） 

型分スケールが活気を与える 

文字盤。「文字盤は活き活き 

していなければなりません」と 

ティエリーは語る。 

（上左）サファイヤクリスタル・ 

バックを通してまったく新しい 

キャリバー 30-255 psを鑑賞 

することができる。 

27石のルビー、コート・ド・ 

ジュネーブ、面取り、ポリッシュ 

仕上げの施された6枚の 

エレガントな形状の受けを 

備えている。ムーブメントの 

アーキテクチャーは、各機能に 

個別の受けを持たせており、 

造形美とパフォーマンスが 

完璧に調和している。とりわけ 

並列に配置された2個の 

香箱により、65時間のパワー 

リザーブが実現されている。

「リュウズを回すと命を吹き込まれて動き出す

手巻キャリバーには、特別な何かがあります。」


